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　若葉の緑も日噌しに色まさり､川辺で過

ごすひと時がいっそう心地よい季節にな

りました。

　子供たちはもちろん､皆が川に目を向け

るこの時期､川づくりについて考えるには

ａ適です｡『田川jでは､流域の万々に川へ

の親しみと川づくりへの関心を持っても

らえるよう､イベント情報を充実させてい

く予定です！
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（2）特輿記事

　新河岸川流域で活動しているさまざまな市民団体によって構成される｢新河岸川水系水環境連絡会｣。

朝霞市にある同事務局内で2003年度総会が開催され、前年度の活動報告及び今年度の活動方針の確認

をはじめ、実施予定の各プロジェクトの計画などが発表されました。

詞M開催内容

②2002年度身近な川の一斉調査　事業報告

　・実施日:６月９日（日）午前中

　・調・地域：新河岸川流域（東京都と埼玉県にまたがる狭山

　　丘陵を含む411k�の３０河川

　・データ検討会:９月２９日（日）

　・―斉調査報告会：１１月２４日（日）

･ 2003年度活動計画案

日略・逞所 周回

5月25FI（1ﾖ）リハーサル

　　　9:30～埼玉Ｑｇ所沢北高校

　　１３：○○～朝霧巾リサイクルフラザ

胃袋器μ・バック試薬・電気伝導
度Ztなどの配φ、器具の保守点検

6月8a <B)　・・実箆

　　　午居中　建頒：

　　　　　　　　・2002年度同様、約

　　　　　　　　230ホイントでの認否唇

　　　　　　　　予定．今年度は川越句１

　　　　　　　　のポイントの充実を図る。

　　　　　　　　・大海漣群の試知をどの

　　　　　　　　1?度準備できるか．訳業

　　　　　　　　で測定できるデータの出

　　　　　　　　乃に喰務があるため、都

　　　　　　　　弓填目とする．

　　　　　　　　り||唱（流れ幅）、水瓜

　　　　　　　　の測定の現　状把握を詞

　　　　　　　　膏項ｇに入れていく．

・水賛詞沓

　気温、水温…･温嗅;t

　電気伍一度…･電気{Z;一度計

　透視ぶ1‥-クリーンメジ？－【i

　QH、COD、亜哨酸懇望ﾇ;、

　アンモニアー窒素…バックテスト

　川幅(流れ幄)‥‥メジャー

　水深…･水位棒など

・環境視察

　写良、水の色、生き物など

　(自由筆記形式)

・その池

　注射器の咬!用など

9月　　　　　データ検討会 ・現地詞1!1の代ｘ暫と測定会場の代表

者により笑めらｎたデータを確認･粟;1

１１月　　　　　報茜会

　その他、多摩川流域との共同調査を含め、多流域との交流お

よびデータのネットワーク化を図っていく予定としています。

また、データ解析においても、市民の環t竟評価へのフィードパ

ックを進め、市民の考える環境基準を確立していきます。

③2002年度天然河岸プロジェクト活動報告

　・活動目的：

　　１．新河岸川水系に残存する天然河岸の実態を調査して「天

　　　　然河岸マップ」を作成する。

　　２．天然河岸の保全方策を検討し、保全ガイドラインを作成する。

　　３．調杏・研究活動を通して、天然河岸の璽要性と希少性

　　　　を広＜ＰＲし、保全の為の機運を高める。

　・2002年度の活動状況：

　　１．残存情報の収奥（ヒアリング実施）

　　２．突地踏査　計５回

　　（柳瀬川、北川、黒目川、落台川、立野川、砂川嘔、不老川、剰11）

　　３.学習会　計1回（4独）土木研究所　萱場祐一主任研究員）

　　４．天然河岸通信（メール）発行　計11回

　・実施態勢

　　プロジェクトリーダー：９本哲和

　　ブロジェクトメンパー：１０名

･ 2003年度活動計画案

１。７ンクート講一の実施

　・アンケート票作成

　・アンフートの寅梅

　・アンケートの収集・整理

２．哭施霜酉

　・支川実歯踏・（継続）

　・新河岸JII本川での文施踏１

３．学習会

　ｄ・懇珊珊と天然河岸の罵わり」

　0X39 : leE5a7●系ｉｌ協会安里氏）

　・「岫形・地絢と天然貝河岸」

　（フＣ）ジェクト内自主学Ｍ含）

　・1脚土木ljlR所との研究交流会

４．天然河岸通信発行

　・年10弓程度発行

　・購1元一封集　　　　．

５．特徴・槽11の分析および保全乃葵の検討

　・哭地場ｉ、？旨会の結果をIX哩・分析

６．報告翁など

　・フ１－ラム、シンポジウムの開催

　・「痔近な川の一斉調査」帽告公で

　　の中問旧告

課題：調・・研究の財塚および材料な

　　　と支唯の確保

④2002年度魚類調査活動報告

　・実地調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笥集記事（3）

　§河川の市民団体が、独自に魚類鯛査が出来ない場合、連絡

会が鯛歪の応援を行いました。それまで調査が未実施であった

東川、砂川で全域をカ

バーする調査を行い、

なかでも冨士見江川で

の初鯛査ではアユが確

認され、新河岸川水系

でま/已―つアユの棲む

川が増えました。

　・魚類調盃許可

新月岸川水系での魚類調ｉ

郭加団体戮 18

詞飛地点数 ９河川30地点

譚一一数 69回

のぺ11頂 29種類

連絡数詞亘支援 3河川　I2lt3点　14屁

　魚類調査の際に必要となる行政の管轄部署からの許可につい

て、木連絡会は２０００年10月１７日から現在まで、ほほ連続し

埼玉県の「特別採捕許可」をうけています。また、2003年４月

より、県の許可期間が従来の３ヶ月から６ヶ月に延長され、市

民団体も許可団体に該当するように変更されますが、これは３

年余りの市民活動の実績が認められたことを表しています。

ｌ ｈ政 詞・依頼ａはri政、大学よjよびi∃i究機ーであることとのＺ吽があるため、

ｈａの委託をＱけない一K団体の講一にはFQIがおりない．

漁協お18 li51｣ー川水系のgj内漢讃には良●権がＱi?されていない為、r;可は不ｇ．

ｉ ｈ政 lijり岸川水系1こ限り、「特別μ鳩;i可」をうけている．

渦一朝Ｓ 鮪河岸川水系ＣＳ実権を持つ埼Fk南8j一笑1a141あ1さの許可が必雙．

　・漁具の斡旋

　2003年３月、連絡会では瓜目川流域川づくり懇談会の｢魚ウ

ォッチングケース｣の大量裂作作業に参加。裂作には17名の参

加がありました。このケースの酋及により、魚種の観察・体長

測定が簡栄に行うことが出来ます。

　・他団体との連携

　調査方法から投網の指導、魚橿の鑑定など多岐にわたりNPO

多犀川センターの支援・指導を受けました。また、国土交通省

荒川下流河川事務所の支援により｢新河岸川流域の子供たら｣

として、流域での子供た５と魚類調査結果をとりまとめたオリ

ジナルマップを作成しました。このマップによりほ広い人ﾉﾏに

新河岸川水系をアピールすることが出来ました。

●2003年度活動計画案
１．胴ａ珊珊の拡大

　　水質調●を実施している令河川各一で実施を目指可．

２．一葦内包

　・個体栽、一大・一小のサイズ測定の項目を含む統一霖計霖のー用

　・魚つ;1ッフンクケースの活用､魚哩の摺足laaa5よび不明魚裡の搦彫精度の向上

　・学・会の実施：角Ｕの生態.河jll匯1!1､IQ祠の審問など

3. 03B結果の活用

　・生息魚類の公表：地域性民.fia、学校・係習にデータを提供.

　・生物が積みやすい河川璋喩づくり：mw改ｌ、漁礁・ハビタット憚りＣデータを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活用し、俑の増殖を§1る.

　・川又化；子供yご５に艶の取り万壱■えていく．魚が良ぺられる川づくりを目指亨．

４．他団体との連携

　・19玉県一部.fa≫-s^q!組合、・土交通ｉほか、他沢t!tで活動する市民一体など．

7｡規約の改正について

8.2003年度人事
2003年一昭ia運宮会似会

代表　　　菅谷(一Ｕ川流域川づくり胆談会/東久留米ホタルを呼びもとー会)

剛代表　　相馬(不名川流以川づくりφ民の２)･本田(白子川源流･水辺の公)

事務局/良計

　　　　　小倉(犯光自然環噴を守る含)

　　　　　最井(繊目川汲域川づくり懇談会/黒目川に親しむ会､他)

広報　　　中田(不考川流域川づくり市民の会)

会計監ａ　河原井(ふじみ環境クラプ)

PＪリーダー：一斉識潟

　　　　　　　下水遍

　　　　　　　天然河津

　　　　　　　魚l

　　　　　　　1:18学習

丹野(所沢北高咬)

高唱(生活クラフ生協所沢同支部)

宮本(1刀瀬川流laネットワーク)

小林(朝霜･水の会/黒目川吃1虞川づくり一政会)

永石(砂川堀流域川づくり懇談会)

9｡2003年度の年間予定
各プロジェクトの2003年度計画を参照。

日時:4月5日（土）10 : 00～14 : 00

会場:市民ネット事務局（朝霞）

○議事次第

１．新河岸川水系水環境連絡会について

2.2002年度活動報告

3.2002年度会計報告

4.2003年度予算案

5.2003年度活動計画（案）

６.各プロジェクト報告と2003年度の計画

７.規約の改正について

8.2003年度人事

9.2003年度の年間予定

●新河岸川水系水環境連絡会とは？

　「新河岸川水系連絡会」を前身するネットワーク。平成

６年(1994年）に新河岸川流域において「身近な川の

一斉調査」を主題として活勁を開始。活動範囲を広げる

ため、平成11年(1999年）に名称を現在の「新河岸川

水系水環境連絡会」に変更。その活動は、水質調査をは
じめ河川周辺の地形・生物

等を含めた｢人と川の循環｣

のかかわり全般に及んでいる。

事務局：埼玉県朝霞市西弁財

　　　　1-7-17-301市民ネット内

TEL : 048-466-091 ６

1｡新河岸川水系水環境連絡会について

2.2002年度活動報告

新河岸川水系水環境連絡会　2002年度活勁経過
月 Ｏ Ｓ勅　　　　　　　　　　　　　開催1也

４
月
５・６日

　　７日
天然河岸一葦　　　　　　　　　　1ﾘ11･g瀬川･落8111
筒40t順総ａ　　　　　　　　　財政市リサイクルプﾗザ

５
月
18日
26日

ｉ水処理aR学良（1））　　　　　所沢ilj浄化センター

一斉加・リハーサル　　　　　　　lg■県立所沢之高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　斡霖市リリィクルプうリ

6 　９口

23日
１近な川の一斉IR& (《2-1）
天然河？譚一　　　　　　　　　　砂川堤・衆川・ーjl川

７
月
30日 朝露市主瞎こどち水辺靉ｙに協力　黒目川

９
月
　５日
26日

29日

乎諮局Ｓｌ　　　　　　　　　　亭腿所

日本陸水学会で新河岸川流議の　　賓京農工大学
データ分t‘1を鮪表4丹野1
－斉一亘データ岐Sj会（（2-2）　　朝霞市リリイクルフラザ

10

月

　13日
19･20日
　27日

魚頂一斑　　　　　　　　　　　一川

魚Ｓ一一　　　　　　　　　　　砂川噫・Kill
データの検討　　　　　　　　　　事務所

１１

月

２～４Ｕ

９･１０日

　　１１日

16･17e

　　21日

　　23日

　　24日

一一一両マッフ作贋作哭　　　　　掌哨所

マップ・・告害作成tf娶　　　　　事腿所

マッフ入稿　　　　　　　　　　爪川下沢工亭乎孤所
沢Ｓ言作成作業
天然河岸７Ｓ会　　　　　　　　　新所沢・新ー摩川ｉ哨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　川づくり逮笥会享腿哨亭扨扁

柵甦麦作双作鸞　　　　　　　　　事務剛

一近な川の一声調・報告会＆　　　倆刄市リサイクルプラザ

下水処理シンポジウム{<Z'3)

12
月
22日 t16a・反ｉＳ　　　　　　　　　舛霞φリサイクルフラプ

１
月
26日 i;政局公一　　　　　　　　　　亭政所

２
月
¶6□

22日

事績局套講　　　　　　　　　　事績泄
埼玉南部濃ｰ廸ａ艮との話し合い　戸田市
事一局血調　　　　　　　　　　事一所

３
月
29日 亭腿局会議　　　　　　　　　　　事建部

3｡2002年度会計報

4.2003年度予算

,db.
口

5｡2003年度活動計画（案）

●身近な川の一斉調否

　・調査日:６月８日（日）

　・河岸（護岸の様子、河畔林など）、川床、周辺の様子の調

　　否を入れる。

　・大腸菌群数の鯛ｉ　参加項目として詞査

　（助成金が受けられるか）

●下水処理場の学習会

　・下水処理場見学会

　・日時:５月10日（土）

　・場所：滝の下終末処理場

6｡各プロジェクト報告と2003年度の計画

①2002年度下水処理プロジェクト活動報告
　新河岸川流域の河川の中には、ＣＯＤ、ＮＯ２-Ｎ､ＮＨ４-ＮのＩ

が高濃度で検出され、下水処理場の放流水の影一を受けている

と思われるポイントがあります。

　下水処理場の放流水は、私たちの生活の中から排出されるも

のであり、河川の平常維持水坦に大きな役割を占めています。

平成18年度以降、閉鎖の予定である所沢市浄化センターはど

のような取り組みをしているのか、下水処理水の現状を学習す

る為、現場見学会を開催しました。

・参加人数：１８名

・質問内容：１．流入水と放流水の水質と対策

　　　　　　２．消応用薬剤の極類と便用Ｓ

　　　　　　３．凝集剤の種類と使用里

　　　　　　４．荒川右岸処理場への移行に伴う今後の処理計画

　　　　　　５．下水道行政全般

　　　　　　６．汚泥の分析項目と数値・排出先

　　　　　　了。簡易放流回数



（･1) lli民の活動レポート 11j民の活動レポート (5)

ls肖Ft
i沢源流の会からのご挨拶～

柳瀬川や束川の源流部を魚影豊かな川にしたい

所沢源流の会代表
．
ｎ
’偶　譲司

　新河岸川流域で活動する市民の活動を報告する「市民の活動レポート」。今回は、所沢で活動を続け

ている「所沢源流の会」をご紹介します。「所沢源流の会」は昨年末に設立され、新河岸川流域で活動

する団体の中では比較的新しい会です。発足にいたる経緯や会の活動について小黒代表にお話を伺いま

した。

1。ミヤコタナゴはもう戻ってこない?

　「雨が降るとなあ、道路の側溝から黒い水が流れ

込んでくるんだ。」と、丁さんは言った。

昭和５０年代からミヤコタナゴの保全に力を尽くさ

れてきたＴさんを訪ねた時、私たちはこんな話を聞

かされた。

　　「ミヤコタナゴはマツカサガイに産卵するんだ

けど、道路の粉塵を混じえたこんな水が流れ込ん

でくるので、マツカサガイは死んでしまった。」「昔

は柳瀬川の上流部にもあっちこっちに淵があって

ミヤコタナゴが群れて泳いでいた。水量も減って

浅＜なったこんな川になって、魚はみんなサギに

食べられてしまった。」「水は東京都に取られて

しまった。ミヤコタナゴを呼び戻すには今の二倍

の水量がほしい。しかし、東京都は埼玉県の話な

ど聞いてくれない。埼玉県の道路に行っても川の

話しには乗ってくれない。ミヤコタナゴを自然に

戻すなんてワシはもうダメだと思っているよ。」「狭

山湖の堰堤工事の時は黄色のドロ水が流れ込んで

きて。」

生物種の保全とは、人工の飼育箱の中にのみその

生物種を閉じ込めて生かしておくことではないよ

うに思う。自然界に住む場所を失って、特別な水

槽の中だけに生かされているミヤコタナゴは、そ

れで本当に満足しているのだろうか。

２。柳瀬川、東川の上流部の今は?

　「えっ。これが東川の源流？」絶句する私たちの目

の前には、薄汚れたコンクリートの家庭雑排水の

集水マンホールが口をあけていた。

　流域全体に都市化が進んではいるか、なお場所

によって里川のような雰囲気を残す柳瀬川は、上

流に遡って所沢市に入ると、立ち並ぶ家屋の間を

掘り込んで両岸をコンクリートで固められた都市

下水路といった情景に変わる。

　しかし、「清瀬付近までアユが上って来てるよ」

といった話が同こえてくると、こんな柳瀬川でも「や

れぱなんとかなる」といった希望が湧いてくる。

●喩瀬川源流に僅かに生き残ったマツカサガイ

　普通、川は上流に行くほどきれいになると思わ

れている。一昨年の秋、柳瀬川を下流から上流に

むけて歩いていた時に、フト「そう言えば、川の

中で子供が遊ぶ姿を見だのは北秋津の辺が最後だ

ったなあ」ということに気がついた。所沢市に入

って掘り込み河川となる柳瀬川は、道路傍であっ

ても金網のフェンスで人間との接触を絶たれていて、

あちこちから家庭雑排水のヒューム管が川中に突

き出している。見た目の水質も清流とはとても呼

ぺないような濁り水で、これでは川で遊ぼうとい

う気にはとてもなれない。

　吾妻橋の上流に太った鯉が群れていた。しかし、

鯉の鼻先は柳瀬川の川筋には向いていない。右岸

からの僅かな湧水の流れ込む側溝の方に鼻先を揃え、

押し合いへし合っているのは柳瀬川の現実を端的

に現しているように思えた。

　それでも流域に住んでいる人は「柳瀬川は良く

なりましたよ。一昔前まではとっても臭い川でね」

と言っていた。

３。所沢源流の会の発足

　柳瀬川流域が都市化されたとは言うものの、新

河岸川筋から柳瀬川の谷に入るとローム台地との

境には斜面林が各所に残されていて、流域住民に

憩いの場を提供している。人間との接触を欠いた

と思われる所沢市の柳瀬川にも、所ﾉﾏ河畔林が見

られ一部には田んぼも残っている。水質も＋分と

は言えないまでも昔に比ぺれぱ良＜なって来てい

るようである。

　家庭排水のマンホールを源流とする東川でも、

小手指の市街地に入る手前には「東川渓谷」と呼

びたくなるような心休まる風景が広がっている。

　川は、本来流域全体を見ないといけないのだと

思う。柳瀬川沿いには多＜の市民団体の皆さんの

活動があって、前述したようにアユの棲む環境が

取り戻されつつある。しかし、東川を含めて柳瀬

川の源流部には、今まで述ぺだような色ﾉﾏな問題

があるにも拘らず、どういう訳か積極的に改善を

図る市民グループがなかったようである。これで

は僅かに残された良好な環境も間もなくなくなっ

てしまい、未来永劫に「子供の遊ばない川」にな

ってしまう。また、上流のこのような状況は、下

流に対してけして良い影響は与えないように思う。

　こんな事に危機感を持つ何人かが集まって、昨

年末に「所沢源流の会」を発足させた。ロコミ的

に会の輪が広がって、現時点では17名の会員を有

している。

　私たちがこんな風にしたいと考えている川のイ

メージは次のようなものである。

１)流域住民が洪水災害を蒙らない川

２)流域住民が親しめる川

３)緑が多く、自然の河岸をいっぱい残した川

４)色々な生物が生息している川

５)きれいな水と豊富な水量を持つ川

　活動の範囲は、一応柳瀬川の源流部から北川と

の合流点付近までと、東川の源流部から西所沢付

近までとしている。

　私たちはまだ生まれたばかりのグループなので、

理想の川の形は色ﾉﾏと考えてもそれをすぐに具体

化出来る力を持っているわけではない。何をやる

にしても、対象とする川について「どんな自然が

残されていて、どこに問題が潜んでいるのか」と

いう川の実態を会員共通の認識とすることが必要

である。そんなことから改めて皆で川歩きを始め

たところであるが、途中で寄り道したりしてなか

なか行程が捗っていない。早めに切り上げて、一

杯飲みながらの喧ﾉﾏ誇々の意見交換もまた楽しい。

　当初、会の名称を「柳瀬川にミヤコタプゴを呼

び戻す会」にしようという提案があった。

しかし、Ｔさんの話を聞いてみるとそんな名前にし

ていたら重圧で押しつぶされていたかもしれない。

とは言うものの、その野心はいつの日が実現させ

たいものだと、会員の多くは６ひそかに考えてい

るように思う。

し

弗ｘｊ

.■>i=*.■≫　ｙ゛゛゛･●･'^＼'-i慢’-‘゛ｘｘぷ･･
iなTヅｙ

　　－‘　　２／Ｘ＿.，

　｀２･ｐ･

。

ダ

　yl　i‘

●大捷公民館付近の柳瀬川

４。おわりに

　川は川筋だけで成り立っているわけではない。

柳瀬川や束川の上流域では今でも「上新井の調節

池建設」や「北野処分場跡地利用」の問題を抱え、

東川の下流に計画される新しい調節池や所沢の一

般廃棄物の第二処分場をどこに建設するかといっ

た問題にも、私たちは活動区域の範囲を超えて、

密接に関係していかなけれぱならないのではない

かと思っている。流域の雑木林が年ﾉﾏ少なくなっ

ていくのもたいへん気がかりなことである。

　私たちは、新河岸川流域の皆さんにとっては生

まれたばかりの一番下の弟である。経験豊かな皆

さんから見ると、「何をモタモタしているんだ」

と思われることが多いかもしれない。しかし、「柳

瀬川、東川をいい川にしたい」という会員の熱意

は買っていただけるのではないかと思う。先輩あ

るいは兄貴分の皆さんにはそんな観点から長い目

で可愛がってほしいし、今後とも色ﾉﾏとご指導を

得たいと思っている。

また、会員が増えるのは楽しいことであり、心強

いことでもある。「－緒に是非やりたい」という

人の増えるのを待ち望んでいる。

所沢源流の会情報

●代表：小黒譲司

●会員数：１７名

●連絡先:〒359-1103

　　　　　所沢市向陽町2130-1

　　　　　小黒　譲司

８１

TEL　042-923-8946

j-oguro@mvj.big10be.ne.jD



（6）行政からのお知らせ 川づくり辿絡会報告（7）

埼玉県からのお知らせ

治水安金度の向上を圓指して

寺尾調節池の完成
　寺尾調整池は、川越市の南東端、上福岡市に隣接する地にあります。規模は、面積13ha、調節容

量３６万�（東京ドーム３個分）で、６月に完成します。

　寺尾調節池の完成に伴い、新たに広大な空間が創出されるため、都市化が進む調節池周辺において

は、貴重なオアシスとなるものです。

　このようなことを踏まえて平成13年度「寺尾調節池場内整備計画検討委員会」を設置し、寺尾調

節池場内整備計画を作成しました。

基本理念として

・治水機能の確保
・自然生態系保全機能・親水機能の創出
・活力のある地域社会づくりへの貢献

の３つを定め計画を作成しました。

　計画においては、調節池には治水安全度の向上、市民交流の場や野鳥などの自然生態系保全の場所

としても重要な役割を担うことを期待しています。

　今後、具体的な空間活用については、行政や市民によるワークショップなどで決めていき、この調

節池が地域に愛される河川施設となることが望まれています。皆様も一度見学に来てください。

★地図

勿･

川越帰

●寺尾調節池：約13ha

　全周長：約1,８００ｍ

約
４
５
０
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新河岸川流域川づくり連絡会とは？
国土交通省荒川下流河川事務所と市民の方々との情報交換の場として定期的に開催しています。参加を希望される方や、詳細
につきましては、荒川下流河川事務所または新所沢事務所へお問い合わせください。

平成14年度　第5回新河岸川流域

川づくり連絡会

　第５回新河岸川流域川づくり連絡会

が、以下の日時で開催されました。

第５回連絡会では、フォーラム開催に

向けて、フォーラムのテーマ、開催

形態等について協議が行われました。

協議の内容につきまして、以下に記

します。

1｡日時 平成15年３月１０日

19:ＯＯ～21 : CXD

2｡場所：新所沢事務所

３.川づくり連絡会での主な意見

●第５回川づくり連絡会　議事要旨●

　（1）フォーラムの対象きについて

　・対象者によってテーマも決まって

くるので、先に対象者を絞り込んだ

方が企画しやすい。

・一般の市民にできるだけ川のこと

を知ってもらい、親しんでもらいたい。

　（２）フォーラムのテーマについて

○まとめ

・フォーラムのテーマについて、以

下の２案としてまとめられる。

①「総合治水の中での自然再生」

・「総合治水」の中に「自然再生」

といった概念を混ぜていくという発

想で進める。ただし、一般の人にも

受け入れやすいよう、「総合治水」

については「安全」をキーワードと

して用い、「安全と自然」といった

ものを大きな考え方とする。

②「水循環」

・治水と自然再生といった点が含ま

れているため「水循環」をテーマと

する。その中で「自然再生」に着目し、

事例報告等を行うことも考えられる。

○個々のテーマヘの意見

＜テーマ１「天然河岸」について＞

・天然河岸が流域にない支川では遠

いテーマである。

＜テーマ２「水循環」について＞

・柳瀬川では現在、水循環マスター

プランを作成中であり、今後、柳瀬

川から新河岸川流域全体に広げてい

くよう、柳瀬川について最初に全体

に勉強していけばよいと思う。

＜テーマ３「総合治水」について〉

・一般の人向けではなく、非常に厳

しいが、３案をやらないわけには行か

ない。３案には下水処理の問題、ハザ

ードマップの問題等も含めて、水循

環のテーマがすべて含まれている。

・総合治水の中には自然が入ってい

ないので、総合治水というテーマの

中で自然再生的な要素をミックスし

た方が行政と市民の双方とも興味を

持って参加できる。

＜テーマ４「おいしい水」について＞

・今までも水問題、水質問題はやっ

ているが、「おいしい」となると川

の問題だけではなくなる。

＜その他「多自然型川づくり」について〉

・多自然型は自然再生型の取り組み

になるので、流域全体で取り組める

と思う。

　（３）開催形態について

○継続的なフォーラムの開催について

・フォーラムは現在までも水循環を

根底のテーマとして開催してきた。

ただし、今まではフォーラムに一度

参加して頂いた方に対するケアがない。

単発でやるのではなく、長期的に段

階を追っていく必要がある。

・あまり川に関心を持っていない人や、

たまにしか活動に参加しない人を「参

加」へと導いていくために、連続性・

継続性といったことが必要である。

・フォーラムの結果を各支川のイベ

ントに反映できる内容にしていけば、

連続性が持たせられるのでよい。

○講習会形式について

・「総合治水」をテーマとした勉強

会を開催し、出席した市民をレペル

アップさせることで、将来、参加者

自身がその知識を市民全体に広げて

いくというような長期的なプランで

開催すれぱよいのではないか。

○リレーイベント方式について

・リレーイベント方式は、今年度は

時間の都合で難しい。しかし、プレ

イベントのようなものが出来れぱと

考えている。また、フォーラム後の

イペント等もリレー化していきたい。

・各支川の活動をフォーラムで繋げ

ていき、フォーラムは年１回、皆の

活動の集合体といった開催形態とす

ると、皆の持っている資産を生かし

ながら大きくすることが出来る。

・フォーラムを開催する支川を決め

れば、各支川にはそれぞれの団体が

ついているので、その団体と支川流

域の自治体が中心となって取りまと

めていくことが望まれる。

　(４)自治体との連携について

　・｢行政と市民とのパートナーシップ｣

が担当者と個人的な関係ならば、担

当者が変わればそれで消滅してしまう。

フォーラムを通じ、行政と市民との

確かなパートナーシップを築き上げ

ていくということが目に見えれば、

自分たちとしても来年またやろうと

いう気持ちになってくる。

平成15年４月１７日　第６回新河岸川

流域川づくり連絡会　議事録は次号

に掲載いたします。

　（開催場所）新所沢事務所　本誌Ｐ８参照

　（お問い合わせ）新所沢事務所　または、

新河岸川流域川づくり連絡会事務局

国土交通省　荒川ド流河川事務所　調査課

TEL 03-3902-3220　FAX 03-3902-2346

●

第5回川づくり連絡会のようす

○ q

吻

’南古谷駅

　　　●新河岸川吻合治水
＝　　　　事務所

東邦音楽大学
●　　　．

約１００～300m

埼玉県　県土整備部

新河岸川総合治水事務所

企画調査担当

お問い合わせ：

　　TEL049-235-4838

　　FAX049-230-1070
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●工nformation
イペントカレンダー

◆2003年新河岸川水系一斉水質調査
・日時：６月８日（日）　９：ＯＯ～１ ２：00

・集合会場：右沓参照

・参加費：無料

・主催：新河岸川水系水環境迎結会

・協力：国土交通省飛川下流河川事務所

・お問い合わせ:048-466-0916 (事務局）

近くの川をしらべてみませんか。
さ
よ
れいに見えても
これ

きたな
ていたり、
そうでも

ざれいだったり。

簡単なパックテストで、

川のようすが分かりま‘g｀。
F●●ﾐ〃゛Ｗ卜Ｊ／●Wf－●－　ｈｔtｐ:/／ｗｗw..　　　　i今年も新河岸川に流こむ川の｀ぐ:ｎ

２００ケ所以上の

習

ントで

川のよごれをしらぺます。　　　　ｄ

◆写真展「荒川を撮る会」

　・日時:５月２５日（日）～６月２９日（日）

　・開館時閲：９：３０～１６：３０

　・休館日：月濯（休日の場合翌日）、祝日の翌日。

　・場所：さいたま川の博物館「第２展示室」にて

　・入場料：無y31（入館料別；大人３１０円）

　・お問い８わせ:048581-7333
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・エコシティ志木　イベント情報

◆柳瀬川ウォッチング＆出前水族館

・日時:６月21日（土）９：ＯＯ～１ ２：○○（雨天中止）

・集合会場：志木中学校前の槨瀬川土手

・内容：「野鳥」と「水辺の生き物」の２班に分けて調査します。

・主催：エコシティ志木／埼玉県生態系保護協会志木支部

・お問い合わせ:070-6114-0905 (飯塚）

■北川かっぱの会　イベント悄報

◆第７回　野川ウォーク

　・日時：５月31日（上）（小雨決ij）

　・集合場所：９：○（）栄jlil山駅改札

　　　　　１

・持ち物：弁当・雨貝

・主催：北川かっぱの会

※お申し込み/お問い合わせ：ＨＰまたはメールにて

・HP : httb:/,･‘ｗｗ･ｗ６.０ｃｎ.ｎｅｊｐ/^ｋａｐａ/

・メール:kapa^a beam .ocn.rヽle.jD
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新所沢事務所
＝．--･ - － ・ - － ・ - ・

ｍ川しんぷんについてや、活ｔについてのお問い合わせは、

斯所沢事ａ所まで、お気軽にどうぞ！

j‾開館時間‘一-

月・水・金曜日

土・日曜日・祝日

火・木曜日

・　・・　　・・

－ - － - － 　 - -
゛’一　ｒ ４－．

午後１時～午後５時

午前10時～午後５時

休館

会議などでご利用になる場合は、開館時間の変更も可能です。

ご利用の方は新所沢率務所までご連絡ください。
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〒359べ3043　所沢市弥生町2996-6　1F
新河岸川流域川づくり連絡会　所沢事務所

TEL/FAX　042-994-3212
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「里川しんぷん」掲載情報を大募集します１

　各流域や地1就での活動報告やイベント炳報を劈集して

います。恐近な情報などをお手紙またはＦＡＸで新所沢

事務所までお司せください。
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